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In these days, commonly called a “Pirated Edition” is 
caused problems of infringing intellectual property rights. 
However, originally the conventions of the Japanese 
cartoons expressions were affected by the Disney 
animation’s pirated edition expressions in 1930s and were 
accepted the Hollywood animation’s styles of painting, that 
is, “Mickey’s Form”. After finishing the 15 years war in 
Japan, South Korean and Taiwanese pirated editions 
which are imitated or adapted like the Japanese pirated 
editions were published. Therefore, the cartoons’ expression 
and the method of drawing were changed.       
This report examines how “Mickey’s Form” is accepted in 
South Korea and Taiwan. In 1930s, at the same time in 
Japan, we could identify Korean’s pirated editions which 
imitated and adapted Disney’s cartoons. However, the 
Korean’s pirated editions just imitated and adapted the 
Disney cartoons, so the form of Korean cartoons were not 
changed by Disney’s pirated editions. Meanwhile, we 
verified imitative Taiwanese pirated editions which were 
mixed Japanese pirated edition, Disney’s cartoons and 

















































































図 1)	 廣瀬しん平『ミッキー忠助』春陽社、1934(左)	 








































































































いる「中崙図書館」には、1960 年代から 1990 年代まで
出版された日本漫画の海賊版が所蔵されているが 1960年
代から 1970年代まで出版された刊行物において「フィリ
ックス」「バックス・バニー」「ダフィー・ダック」など
のアメリカの漫画キャラクターが模写型海賊版に登場し
ていたことを確認した。また、ミッキー・マウスと手塚
治虫「鉄腕アトム」をミックスした模倣キャラクターが多
数存在したことは興味深い。（図 5）両キャラクターは模
写型海賊版の作者に同一の「書式」とみなされていたこと
がうかがえる。尚、台湾で入手した 1970 年代の海賊版
638点の書誌データのデータベース化を行なった。	 
	 
6）まとめ	 
	 このように日韓両国はディズニーを受容していく過程
のなかで、ディズニーの代表的キャラクター「ミッキー・
マウス」を海賊版として引用及び模倣した。しかし、日本
はキャラクターを借用する水準にとどまらず、「ミッキー
の書式」を受容し、戦後日本漫画のアイデンティティ成立
の基礎をつくった。一方韓国は、日本統治下でディズニー
漫画はリアルタイムで流入しながら、日本に比し海賊版的
引用は極めて少ない。むしろミッキーの登場とともに流入
された岡本一平の「漫画漫文」式の新ジャンルが流行し、
ディズニーの受容はキャラクターを借用する水準でとど
まってしまった。そのことが日韓の漫画の「書式」にどの
ような影響を与えたかは今後の課題である。	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